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5点 4点 3点 2点 1点

①テーマの設定

問題の所在を明
確にするテーマを
適切に設定できて
いる。

概ね適したテーマ
が設定されてい
る。

テーマ設定が要を
得ている。

研究内容に照らし
てやや不適切な
テーマが設定され
ている。

研究内容に照らし
て全く不適切な
テーマが設定され
ている。

②形式性

分量・体裁など，
卒業研究として認
められる形式を十
分に満たしてい
る。

分量・体裁など，
卒業研究として認
められる形式を概
ね満たしている。

分量・体裁など，
卒業研究として認
められる形式をあ
る程度満たしてい
る。

分量・体裁など，
卒業研究として認
められる形式に不
十分な点がある。

分量・体裁など，
卒業研究として認
められる形式を満
たしていない。

③引用・参考文
献

引用方法，引用箇
所と文献との対
応，表記方法など
全てが適切であ
る。

引用方法，引用箇
所と文献との対
応，表記方法など
が概ね適切であ
る。

引用方法，引用箇
所と文献との対
応，表記方法など
に誤りがいくつか
認められる。

引用方法，引用箇
所と文献との対
応，表記方法など
に不適切な箇所
がある。

引用方法，引用箇
所と文献との対
応，表記方法など
が不適切である。

④総合性

経済科学部での
学修を総合した考
察が十分になさ
れている。

経済科学部での
学修を総合した考
察が概ねなされて
いる。

経済科学部での
学修を総合した考
察がある程度なさ
れている。

経済科学部での
学修を総合した考
察としてはやや不
十分である。

経済科学部での
学修を総合した考
察がなされていな
い。

⑤問題意識

問題意識が極め
て明確である。

問題意識が明確
である

問題意識がある
程度明確である。

問題意識がやや
不明確である。

問題意識が不明
確である。

⑥理解・分析

問題の所在，要因
や影響等の考察
が十分になされ、
多角的な分析が
十分に行われてい
る。

問題の所在，要因
や影響等の考察
が概ねなされ、多
角的な分析が概
ね行われている。

問題の所在，要因
や影響等の考察
がある程度なさ
れ、多角的な分析
がある程度行われ
ている。

問題の所在，要因
や影響等の考察
に不十分な点が
あり、多角的な分
析があまり行われ
ていない。

問題の所在，要因
や影響等の考察
がなされず、多角
的な分析も行われ
ていない。

⑦表現・解決

統一された形式
で論理的展開が
適切に行われ、結
論を明確に呈示す
ることができてい
る。

統一された形式
で論理的展開が
概ね適切に行わ
れ、結論を概ね呈
示することができ
ている。

統一された形式
で論理的展開が
ある程度適切に行
われ、結論をある
程度呈示すること
ができている。

統一された形式
で論理的展開が
あまり適切に行わ
れておらず、結論
が曖昧である。

統一された文体
で論理的展開が
適切に行われてお
らず、結論を呈示
できていない。

⑧主体性

卒業研究に十分
に主体的に取り組
んだ。

卒業研究に概ね
主体的に取り組ん
だ。

卒業研究にある程
度主体的に取り組
んだ。

卒業研究にあまり
主体的に取り組ん
でいない。

卒業研究に主体
的に取り組んでい
ない。

⑨協働・協創

他者と積極的に協
働・協創しながら
卒業研究に取り組
んだ。

他者と概ね積極
的に協働・協創し
ながら卒業研究に
取り組んだ。

他者とある程度協
働・協創しながら
卒業研究に取り組
んだ。

卒業研究にあたっ
て他者とあまり協
働・協創しなかっ
た。

卒業研究にあたっ
て他者と全く協
働・協創しなかっ
た。

⑩成長性

取り組みを通し
て，興味・関心の
拡大等の成長が
大いに認められ
る。

取り組みを通し
て，興味・関心の
拡大等の成長が
かなり認められ
る。

取り組みを通し
て，興味・関心の
拡大等の成長が
ある程度認められ
る。

取り組みを通し
て，興味・関心の
拡大等の成長が
あまり認められな
い。

取り組みを通し
て，興味・関心の
拡大等の成長が
全く認められな
い。

合計点（50点満点）

得点学士力の項目 評価項目

評価指標

知識と技能

思考力・判断力・
表現力

多様な人々との
協創
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